


 
 

はじめに 
 
 わが国においては、経済のグローバル化が進展する

とともに、長らく続くデフレ環境の中、安倍内閣が進

めるいわゆる「アベノミクス」政策により、経済再生

の実現に向け取組を進めてきたところであります。 
下野市においては、下野市総合計画で定めた将来像

「思いやりと交流で創る 新生文化都市」の形成を目

指し、市民生活を支え、地域社会の発展に寄与する産

業を育成・支援し、新たな雇用を創出することが強く

求められております。 
 このような状況をふまえ、本市の産業振興の目指すべき方向性を明らかにし、

各種課題への対応や計画的な産業振興を推進するために「下野市産業振興計画」

を策定いたしました。 
 本計画では、下野市のもつ地域資源である自然や社会環境を活かし、医療・福

祉系産業などを含めた多様な産業を育成するとともに、起業・創業への支援や事

業者間等の連携強化及びコミュニティビジネスなどの新たな産業の芽を創出・育

成する取組など、地域活力の源である市内産業の発展を目指すものであります。 
 計画の実施に当たりましては、市民の皆様をはじめ各事業者、商工会及び行政

が連携し展開することにより、実現してまいりたいと考えておりますので、皆様

方の一層のご協力をお願い申し上げます。 
 この計画の策定に当たり真摯なご議論をいただきました「下野市産業振興計画

策定委員会」委員の皆様に心から感謝を申し上げます。 
 
 

平成 27 年３月 
 
 

                  下 野 市 長 広瀬 寿雄 
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